
JP 2008-508178 A5 2008.7.31

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公表番号】特表2008-508178(P2008-508178A)
【公表日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-011
【出願番号】特願2007-523575(P2007-523575)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/145    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/17     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/064    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/068    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  10/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/14     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/15     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/155    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/19     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/21     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  32/02     (2006.01)
   Ｂ２４Ｄ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/145   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/17    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/064   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/068   　　　　
   Ｃ０３Ｃ  10/02    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/14    ５５０Ｄ
   Ｃ０３Ｃ   3/15    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/155   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/19    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/21    　　　　
   Ｃ０３Ｂ  32/02    　　　　
   Ｂ２４Ｄ   3/00    ３３０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ
）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラスであって、前記ガラスの総質量に
基づいて合計１０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5

、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を含有するガラス。
【請求項２】
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少
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なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラス。
【請求項３】
　（ａ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）
Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物と、
（ｄ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含んで、前記
Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの少な
くとも７０質量パーセントを構成しており、前記ガラスの総質量に基づいて合計で３０質
量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2

およびＶ2Ｏ5を含有する、ガラス。
【請求項４】
　Ａｌ2Ｏ3と、ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮと、ＲＥ
ＯまたはＹ2Ｏ3の少なくとも１種類と、ＺｒＯ2またはＨｆＯ2の少なくとも１種類とを含
み、ガラスの総質量に基づいて、ガラスの少なくとも８０質量パーセントが、合計して前
記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の前記少なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2

の前記少なくとも１種類で構成される、ガラス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　本発明の様々な修正および変更は、本発明の範囲および目的から逸脱することなしに当
業者には明白であり、本発明はここに規定した説明のための実施形態に不当に限定されな
いものと考えられる。本発明の実施態様の一部を以下に列記する。
（１）
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ
）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラスであって、前記ガラスの総質量に
基づいて合計１０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5

、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を含有するガラス。
（２）
　前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、少なくとも６０質量パーセントのＡｌ

2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含む、項目１に記載のガラス。
（３）
　前記ガラスが、ＢａＯ、ＣａＯ、ＣｅＯ2、ＣｕＯ、Ｄｙ2Ｏ3、Ｅｒ2Ｏ3、Ｅｕ2Ｏ3、
Ｇｄ2Ｏ3、Ｈｏ2Ｏ3、Ｌａ2Ｏ3、Ｌｕ2Ｏ3、ＭｇＯ、Ｎｄ2Ｏ3、Ｐｒ6Ｏ11、Ｓｍ2Ｏ3、
Ｓｃ2Ｏ3、ＳｒＯ、Ｔｂ2Ｏ3、Ｔｈ4Ｏ7、ＴｉＯ2、Ｔｍ2Ｏ3、Ｙｂ2Ｏ3、Ｙ2Ｏ3、Ｚｒ
Ｏ2およびこれらの組み合わせからなる群より選択されるＡｌ2Ｏ3以外の少なくとも１種
類の金属酸化物をさらに含む、項目１に記載のガラス。
（４）
　項目１に記載のガラスを含むセラミック。
（５）
　少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少なくとも０．１質量パーセント
のＮとを溶融物に提供するのに十分なＡｌ2Ｏ3およびＮの供給源を含む溶融物を提供する
工程と、
　前記溶融物を冷却して前記ガラスを提供する工程と
を含み、前記溶融物が、前記溶融物の総質量に基づいて合計１０質量パーセント以下のＡ
ｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を含有す
る、項目１に記載のガラスを製造する方法。
（６）
　Ｔgを有する項目１に記載のガラスを含むガラスビーズを提供する工程と、
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　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（７）
　Ｔgを有する項目１に記載のガラスを含むガラス粉末を提供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（８）
　項目１に記載のガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部をガラス－セラミッ
クに変換する工程を含む、ガラス－セラミックを製造する方法。
（９）
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少
なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラス。
（１０）
　前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、少なくとも６０質量パーセントのＡｌ

2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含む、項目９に記載のガラス。
（１１）
　項目９に記載のガラスを含むセラミック。
（１２）
　溶融物の総質量に基づいて、少なくとも７０質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少な
くとも０．１質量パーセントのＮとを溶融物に提供するのに十分なＡｌ2Ｏ3およびＮの供
給源を含む溶融物を提供する工程と、
　前記溶融物を冷却して前記ガラスを提供する工程と
を含む、項目９に記載のガラスを製造する方法。
（１３）
　Ｔgを有する項目９に記載のガラスを含む、ガラスビーズを提供する工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（１４）
　Ｔgを有する項目９に記載のガラスを含む、ガラス粉末を提供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（１５）
　項目９に記載のガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部をガラス－セラミッ
クに変換する工程を含む、ガラス－セラミックを製造する方法。
（１６）
　（ａ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）
Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物と、
（ｄ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含んで、前記
Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの少な
くとも７０質量パーセントを構成しており、前記ガラスの総質量に基づいて合計で３０質
量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2

およびＶ2Ｏ5を含有する、ガラス。
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（１７）
　前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、少なくとも４０質量パーセントのＡｌ

2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含み、前記ガラスの総質量に基づいて
前記Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの
少なくとも７５質量パーセントを構成する、項目１６に記載のガラス。
（１８）
　項目１６に記載のガラスを含むセラミック。
（１９）
　Ａｌ2Ｏ3、Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物、Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物
およびＮの供給源を含む溶融物を提供する工程と、
　前記溶融物を冷却して前記ガラスを提供する工程と
を含み、
　前記Ａｌ2Ｏ3およびＮが、少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、少なくとも０
．１質量パーセントのＮとを前記溶融物に提供するのに十分な量で存在し、前記溶融物の
少なくとも７０質量パーセントが、前記Ａｌ2Ｏ3と、前記第１の金属酸化物と、前記第２
の金属酸化物とで構成され、前記溶融物が、前記溶融物の総質量に基づいて合計で３０質
量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2

およびＶ2Ｏ5を含有する、項目１６に記載のガラスを製造する方法。
（２０）
　Ｔgを有する項目１６に記載のガラスを含む、ガラスビーズを提供する工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（２１）
　Ｔgを有する項目１６に記載のガラスを含む、ガラス粉末を提供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（２２）
　項目１６に記載のガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部をガラス－セラミ
ックに変換する工程を含む、ガラス－セラミックを製造する方法。
（２３）
　Ａｌ2Ｏ3と、ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮと、ＲＥ
ＯまたはＹ2Ｏ3の少なくとも１種類と、ＺｒＯ2またはＨｆＯ2の少なくとも１種類とを含
み、ガラスの総質量に基づいて、ガラスの少なくとも８０質量パーセントが、合計して前
記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の前記少なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2

の前記少なくとも１種類で構成される、ガラス。
（２４）
　前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、少なくとも６０質量パーセントのＡｌ

2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含み、前記ガラスの総質量に基づいて
、前記ガラスの少なくとも８０質量パーセントが、合計して前記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたは
Ｙ2Ｏ3の前記少なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2の前記少なくとも１種類で
構成される、項目２３に記載のガラス。
（２５）
　項目２３に記載のガラスを含むセラミック。
（２６）
　Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の少なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2の少
なくとも１種類、並びにＮの供給源を含む溶融物を提供する工程と、
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　前記溶融物を冷却してガラスを提供する工程と
を含み、前記Ｎが少なくとも０．１質量パーセントのＮを前記溶融物に提供するのに十分
な量で存在し、前記溶融物の総質量に基づいて、前記溶融物の少なくとも８０質量パーセ
ントが、前記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の前記少なくとも１種類、およびＺｒＯ2ま
たはＨｆＯ2の前記少なくとも１種類で構成される、項目２３に記載のガラスを製造する
方法。
（２７）
　Ｔgを有する項目２３に記載のガラスを含む、ガラスビーズを提供する工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（２８）
　Ｔgを有する項目２３に記載のガラスを含む、ガラス粉末を提供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体した形状を冷却して物品を提供する工程と
を含む、ガラスを含む物品を製造する方法。
（２９）
　項目２３に記載のガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部をガラス－セラミ
ックに変換する工程を含む、ガラス－セラミックを製造する方法。
（３０）
　ガラス－セラミックの総質量に基づいて、（ａ）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ

2Ｏ3と、（ｂ）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラス－セラミックであっ
て、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて合計１０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3

、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を含有する、ガ
ラス－セラミック。
（３１）
　前記ガラス－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて、少なくとも
６０質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含む、項目
３０に記載のガラス－セラミック。
（３２）
　項目３０に記載のガラス－セラミックを含む研磨粒子。
（３３）
　複数の研磨粒子の少なくとも一部が項目３０に記載の研磨粒子である、規定の公称グレ
ードを有する複数の研磨粒子。
（３４）
　バインダーと複数の研磨粒子とを含み、前記研磨粒子の少なくとも一部が項目３０に記
載の研磨粒子である、研磨物品。
（３５）
　前記研磨物品が結合研磨物品、不織研磨物品または被覆研磨物品である、項目３４に記
載の研磨物品。
（３６）
　ガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部を項目２６に記載のガラス－セラミ
ックに変換する工程を含んでなり、前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、（ａ
）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少なくとも０．１質量パーセント
のＮとを含み、前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて合計１０質量パーセント以
下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を
含有する、項目３０に記載のガラスを製造する方法。
（３７）
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　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ
）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含み、前記ガラスの総質量に基づいて合計１
０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、Ｔｅ
Ｏ2およびＶ2Ｏ5を含有し、かつＴgを有しているガラスを含む、ガラスビーズを提供する
工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目３０に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（３８）
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ
）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含み、前記ガラスの総質量に基づいて合計１
０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、Ｔｅ
Ｏ2およびＶ2Ｏ5を含有し、かつＴgを有しているガラスを含む、ガラス粉末を提供する工
程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目３０に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（３９）
　ガラス－セラミックの総質量に基づいて、（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3

と、（ｂ）少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含むガラス－セラミック。
（４０）
　前記ガラス－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて、少なくとも
７５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含む、項目
３９に記載のガラス－セラミック。
（４１）
　項目３９に記載のガラス－セラミックを含む研磨粒子。
（４２）
　複数の研磨粒子の少なくとも一部が項目４１に記載の研磨粒子である、規定の公称グレ
ードを有する複数の研磨粒子。
（４３）
　バインダーと複数の研磨粒子とを含み、前記研磨粒子の少なくとも一部が項目４１に記
載の研磨粒子である、研磨物品。
（４４）
　前記研磨物品が結合研磨物品、不織研磨物品または被覆研磨物品である、項目４３に記
載の研磨物品。
（４５）
　ガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目３９に記載のガラス－セラミッ
クに変換する工程を含んでなり、前記ガラスが、前記ガラスの総質量に基づいて、（ａ）
７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少なくとも０．１質量パーセントのＮと
を含む、ガラス－セラミックを製造する方法。
（４６）
　ガラスの総質量に基づいて（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少な
くとも０．１質量パーセントのＮとを含み、Ｔgを有するガラスを含む、ガラスビーズを
提供する工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
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　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目３９に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（４７）
　ガラスの総質量に基づいて（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少な
くとも０．１質量パーセントのＮとを含み、Ｔgを有するガラスを含む、ガラス粉末を提
供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目３９に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（４８）
　（ａ）ガラス－セラミックの総質量に基づいて少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2

Ｏ3と、（ｂ）Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる
金属酸化物と、（ｄ）ガラス－セラミックの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パー
セントのＮとを含み、前記Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物
が合計で前記ガラス－セラミックの少なくとも７０質量パーセントを構成し、前記ガラス
－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて合計で３０質量パーセント
以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5

を含有する、ガラス－セラミック。
（４９）
　前記ガラス－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて、少なくとも
４０質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、少なくとも０．２質量パーセントのＮとを含み、前記
ガラス－セラミックの総質量に基づいて前記Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記
第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの少なくとも７５質量パーセントを構成する、項目
４８に記載のガラス－セラミック。
（５０）
　項目４８に記載のガラス－セラミックを含む研磨粒子。
（５１）
　複数の研磨粒子の少なくとも一部が項目５０に記載の研磨粒子である、規定の公称グレ
ードを有する複数の研磨粒子。
（５２）
　バインダーと複数の研磨粒子とを含み、前記研磨粒子の少なくとも一部が項目５０に記
載の研磨粒子である、研磨物品。
（５３）
　前記研磨物品が結合研磨物品、不織研磨物品または被覆研磨物品である、項目５２に記
載の研磨物品。
（５４）
　ガラスを熱処理して、前記ガラスの少なくとも一部を項目４８に記載のガラス－セラミ
ックに変換する工程を含み、前記ガラスが、（ａ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも
３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａ
ｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物と、（ｄ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも０
．１質量パーセントのＮとを含み、前記Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２
の金属酸化物が合計で前記ガラスの少なくとも７０質量パーセントを構成し、前記ガラス
が、前記ガラスの総質量に基づいて合計で３０質量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3

、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2およびＶ2Ｏ5を含有する、ガラス－セラ
ミックを製造する方法。
（５５）
　（ａ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）
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Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物と、
（ｄ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含んで、前記
Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの少な
くとも７０質量パーセントを構成しており、前記ガラスの総質量に基づいて合計で３０質
量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2

およびＶ2Ｏ5を含有し、かつＴgを有しているガラスを含む、ガラスビーズを提供する工
程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目４８に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（５６）
　（ａ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも３５質量パーセントのＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）
Ａｌ2Ｏ3以外の第１の金属酸化物と、（ｃ）Ａｌ2Ｏ3以外の第２の異なる金属酸化物と、
（ｄ）ガラスの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセントのＮとを含んで、前記
Ａｌ2Ｏ3、前記第１の金属酸化物および前記第２の金属酸化物が合計で前記ガラスの少な
くとも７０質量パーセントを構成しており、前記ガラスの総質量に基づいて合計で３０質
量パーセント以下のＡｓ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、Ｂ2Ｏ3、ＧｅＯ2、Ｐ2Ｏ5、ＳｉＯ2、ＴｅＯ2

およびＶ2Ｏ5を含有し、かつＴgを有しているガラスを含む、ガラス粉末を提供する工程
と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目４８に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（５７）
　Ａｌ2Ｏ3と、ガラス－セラミックの総質量に基づいて少なくとも０．１質量パーセント
のＮと、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の少なくとも１種類と、ＺｒＯ2またはＨｆＯ2の少なくとも
１種類とを含み、ガラス－セラミックの総質量に基づいて、ガラス－セラミックの少なく
とも８０質量パーセントが、合計して前記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の前記少なくと
も１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2の前記少なくとも１種類で構成される、ガラス－
セラミック。
（５８）
　前記ガラス－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて少なくとも０
．２質量パーセントのＮを含み、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて、前記ガラ
ス－セラミックの少なくとも８０質量パーセントが、合計して前記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまた
はＹ2Ｏ3の前記少なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2の前記少なくとも１種類
で構成され、前記ガラス－セラミックが、前記ガラス－セラミックの総質量に基づいて、
少なくとも６０質量パーセントのＡｌ2Ｏ3を含む、項目５７に記載のガラス－セラミック
。
（５９）
　項目５７に記載のガラス－セラミックを含む研磨粒子。
（６０）
　複数の研磨粒子の少なくとも一部が項目５９に記載の研磨粒子である、規定の公称グレ
ードを有する複数の研磨粒子。
（６１）
　バインダーと複数の研磨粒子とを含み、前記研磨粒子の少なくとも一部が項目５９に記
載の研磨粒子である、研磨物品。
（６２）
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　前記研磨物品が結合研磨物品、不織研磨物品または被覆研磨物品である、項目６１に記
載の研磨物品。
（６３）
　ガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目５７に記載のガラス－セラミッ
クに変換する工程を含んでなり、前記ガラスが、Ａｌ2Ｏ3と、ガラスの総質量に基づいて
少なくとも０．１質量パーセントのＮと、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の少なくとも１種類と、Ｚ
ｒＯ2またはＨｆＯ2の少なくとも１種類とを含み、ガラスの総質量に基づいて、ガラスの
少なくとも８０質量パーセントが、合計して前記Ａｌ2Ｏ3、ＲＥＯまたはＹ2Ｏ3の前記少
なくとも１種類、およびＺｒＯ2またはＨｆＯ2の前記少なくとも１種類で構成される、ガ
ラス－セラミックを製造する方法。
（６４）
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少
なくとも０．１質量パーセントのＮとを含み、Ｔgを有するガラスを含む、ガラスビーズ
を提供する工程と、
　ガラスビーズが合体してある形状を形成するように、前記ガラスビーズを前記Ｔgより
高く加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目５７に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
（６５）
　ガラスの総質量に基づいて、（ａ）７０質量パーセントを超えるＡｌ2Ｏ3と、（ｂ）少
なくとも０．１質量パーセントのＮとを含み、Ｔgを有するガラスを含む、ガラス粉末を
提供する工程と、
　ガラス粉末が合体してある形状を形成するように、前記ガラス粉末を前記Ｔgより高く
加熱する工程と、
　前記合体したガラスを熱処理して前記ガラスの少なくとも一部を項目５７に記載のガラ
ス－セラミックに変換する工程と
を含む、物品を製造する方法。
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